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中国招聘プログラム中国現地で得た
経験と学び

教育目標に即した実践と歴史的背景と近代化された教育

　中国では、「質の高い教育」と「総合的な人事育成」で資質教育や双減対策、格

差是正を推進している。教育の機会均等を図るため、農村地域や都市部の格差を縮

小する取り組みも進められている。中国の未来を担う若者たちにとって、より良い

学習環境を提供し、学びの中で多様なスキルを身につけていくことで、社会での即

戦力として活躍できるようになることが分かった。とくに、北京第一実験学校の教

員の平均年齢は、27.7歳で教育のエネルギーや探究心、新しい心を持っている新卒

者を募集して採用している。人材育成に関して学校裁量で独自の方針や運営方法を

実施できる自由度の高さに感心した。

　日本では、主体性・創造性育成、GIGAスクール構想、探求学習、不登校支援な

どに力を入れている。これにより、多様なニーズを持つ学生たちがそれぞれの道を

見つけ、個々の才能を伸ばすチャンスが提供されている。さらに、日本の教育で

は、グローバル社会で必要とされるスキルの習得を重視しており、異文化理解やコ

ミュニケーション能力の向上を図っている。しかし、語学に関しては、まだまだ課

題が残されていると感じる。語学力向上のためのカリキュラム改革や、実践的なコ

ミュニケーション能力を高めるプログラムの導入が必須だと感じる。日本の教育の

強みとして、倫理観や協調性を重んじる点が挙げられるが、急速に変化する社会情

勢に対応するためには、これらに加えて柔軟な思考力や問題解決能力を鍛える教育

の重要性が必須だと学校を視察して感じた。

　中国と日本の教育システムには、それぞれの特徴と課題があるが、互いに学び合

い、補完し合うことで、より優れた教育環境を構築できる可能性があり、豊かな学

びを提供するための知見を得た。



今後行いたい取り組みについて

①児童対象（総合的な学習の時間、音楽科、図画工作科、家庭科） 

・中国への興味を引き出す授業の実施（多文化週間にからめて）

　→訪れた学校と学生の様子を紹介

　→中国のことばや文字を使った活動（あいさつ、歌など）

　　（月壇中学校で披露していただいた流行の歌を日中のことばで）

　→中国文化体験（漢服試着、楽器(揚琴、琵琶、二胡など)）

　→南開小学校で学んだ中国の漆をつかったうちわの制作活動

　→日中の食文化の理解を深め、調理実習

②教員対象 

・プログラムで学んだ内容の共有

　→校内・校外での研修会の実施

　（中国政府招へい事業の紹介、中国の文化・教育事情について

　→ワークショップ

　（中国文化体験（漢服、楽器、食等））

③教員間交流 

・お互い連絡を取り合える関係の継続 

　→メールやSNSでの中国の先生との交流の継続

・交流のためのスケジュール調整 

・懇親会で連絡先を交換した先生と連絡

・日本語指導のために中国語の勉強

・中国籍、中国にルーツがある保護者との交流

・スクールビジットの受け入れに向けた調整

・中国の小学校とオンライン交流 

　→学校紹介や行事の紹介 

　→よりよい学校づくりを共に考える

　今回の研修プログラムを通して、中国と日本は、国が抱える教育課題が似ているということ

を知ることができた。直面する課題に対するアプローチが似ているからこそ相互理解を深め、

交流していくことが必要であると考える。 

④地域に向けて

・報告会を実施 

　→地域の方々が中国の教育を知る機会をつくる

　→多国間協働の重要性について考える
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